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一般質問一般質問

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
北
口

の
都
市
計
画
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

　

②
南
口
有
料
自
転
車
駐
車
場
を
よ

り
有
効
活
用
す
る
考
え
は
。

　

③
南
口
西
側
の
横
断
歩
道
に
お
け

る
動
線
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
後
の
動
き
は
。

市
長　

①
各
種
基
礎
的
な
資
料
の
収

集
、
整
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
建
て

か
え
が
必
要
に
な
る
際
は
、
ど
の
よ

う
な
施
設
が
可
能
か
研
究
し
た
い
。

　

③
各
種
啓
発
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

利
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
あ
か
し
あ
通
り
で
の
緑
化
の

見
直
し
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
今
後

の
土
地
利
用
は
。

　

②
買
い
取
っ
て
公
園
に
す
る
考
え

は
な
い
か
。　

　

③
民
間
に
売
却
さ
れ
た
場
合
、
想

定
さ
れ
る
土
地
利
用
は
。

市
長　

①
平
成
21
年
3
月
末
ま
で
に

財
務
省
に
引
き
継
ぐ
予
定
と
厚
生
労

働
省
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

②
土
地
の
公
有
地
化
は
公
共
性
が

高
く
必
要
な
施
設
用
地
等
を
優
先
的

に
買
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

③
約
60
戸
、
8
階
程
度
の
集
合
住

宅
が
建
設
可
能
と
考
え
る
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
早
期

に
美
園
町
・
大
沼
町
地
域
で
本
運
行

が
で
き
な
い
か
。

　

②
準
備
の
で
き
た
地
域
か
ら
随
時

実
証
実
験
運
行
が
で
き
な
い
か
。

　

③
近
隣
市
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に

よ
り
、
多
摩
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

①
大
沼
町
と
花
小
金
井
地
域

の
1
年
間
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く

花
小
金
井
ル
ー
ト
の
運
行
状
況
を
見

て
い
き
た
い
。

　

②
機
運
の
盛
り
上
が
っ
た
地
域
か

ら
検
討
し
た
い
。

　

③
研
究
し
て
い
き
た
い
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
大
沼

町
・
花
小
金
井
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
で
は
、
運
行

間
隔
の
変
更
と
西
東
京
市
へ
の
乗
り

入
れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

②
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

①
運
行
間
隔
は
交
通
状
況
に

よ
り
お
く
れ
る
時
間
帯
が
あ
り
、
定

時
性
の
確
保
が
利
用
者
の
信
頼
に
つ

な
が
る
と
認
識
し
て
変
更
し
た
。
乗

り
入
れ
に
よ
り
、
多
摩
六
都
科
学
館

で
西
東
京
市
の
は
な
バ
ス
と
の
乗
り

継
ぎ
が
可
能
と
な
り
、
利
便
性
が
向

上
す
る
と
考
え
る
。

　

②
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
続
け
た
い
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
市
民

へ
の
公
平
性
等
か
ら
、
全
市
一
斉
に

実
証
実
験
運
行
を
す
べ
き
で
は
。

　

②
運
行
を
支
え
る
商
工
会
支
部
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
育
成
は
。

　

③
早
急
に
美
園
町
・
大
沼
町
地
域

で
本
運
行
を
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
機
運
の
盛
り
上
が
っ
た
地

域
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

②
先
行
地
域
で
の
検
討
経
過
を
参

考
に
醸
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

③
1
年
間
の
実
証
実
験
運
行
で
大

沼
町
・
花
小
金
井
地
域
の
状
況
を
見

て
判
断
す
る
た
め
、
花
小
金
井
ル
ー

ト
の
運
行
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
早
期

実
施
の
た
め
の
段
取
り
は
。

　

②
始
終
点
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
大
綱
は
あ
る
か
。

　

③
他
の
地
域
で
の
実
施
を
早
め
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長　

①
平
成
20
年
中
に
組
織
化
し
、

準
備
を
進
め
た
い
。

　

②
他
地
域
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

買
い
物
等
の
た
め
最
寄
り
の
鉄
道
駅

周
辺
へ
向
か
い
た
い
と
の
結
果
が
あ 

っ
た
。地
域
特
性
を
把
握
し
な
が
ら
、

考
え
る
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

③
機
運
の
盛
り
上
が
っ
た
地
域
か

ら
検
討
に
入
り
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
に

じ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な
い
地
域

か
ら
の
声
に
対
す
る
対
応
は
。

　

②
東
西
地
域
に
に
じ
バ
ス
を
整
備

し
、
青
梅
街
道
を
幹
線
軸
に
乗
り
継

ぎ
が
で
き
る
体
制
で
運
行
し
て
は
。

　

③
に
じ
バ
ス
を
鷹
の
台
駅
に
乗
り

入
れ
る
計
画
の
現
状
は
。

市
長　

①
懇
談
会
を
開
催
し
各
地
域

の
課
題
を
検
討
し
た
。
ま
た
公
平
性

等
の
観
点
か
ら
運
賃
を
上
げ
た
。

　

②
道
路
事
情
等
か
ら
に
じ
バ
ス
で

の
展
開
は
困
難
な
の
で
、
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
車
両
で
の
運
行
の
検
討
を
地
域

で
支
え
る
形
で
開
始
し
た
。

　

③
周
辺
自
治
会
等
の
地
域
が
立
ち 

上
げ
た
協
議
会
が
検
討
し
て
い
く
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
農
地
と

宅
地
の
混
在
が
課
題
と
あ
る
が
、
共

存
し
て
い
け
る
の
か
。

　

②
都
市
化
に
よ
り
生
産
環
境
が
悪

化
し
て
い
る
が
、
地
産
地
消
の
推
進

と
反
対
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

市
長　

①
農
地
と
宅
地
が
調
和
し
た

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
誘
導
し
て

い
く
。

　

②
都
市
の
中
の
農
地
は
地
産
地
消

を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
た
め
、
農
業
の
担
い
手
の
育

成
や
市
民
と
の
協
働
で
保
全
と
景
観

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
都
市

計
画
道
路
の
今
後
の
予
定
は
。

　

②
玉
川
上
水
に
か
か
る
橋
の
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
課
題
は
。

　

③
十
二
小
や
五
中
通
学
路
等
の
交

通
安
全
対
策
は
。

市
長　

①
組
合
施
行
の
箇
所
は
平
成

21 

、22
年
度
に
整
備
予
定
で
、
市
施

行
の
箇
所
は
区
画
整
理
区
域
の
南
側 

が
平
成
21
年
度
、
北
側
は
22
年
度
の

事
業
認
可
申
請
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

②
平
成
23
年
度
か
ら
着
手
す
る
予

定
で
、
課
題
は
文
化
庁
か
ら
現
状
変

更
許
可
等
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　

③
小
平
警
察
署
等
と
協
議
し
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
小
・

中
学
校
の
今
後
の
計
画
は
。

　

②
通
学
路
に
面
し
た
工
場
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。ま
た
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
は
。

教
育
長　

①
現
時
点
で
は
特
に
な
い

が
、
老
朽
化
し
て
い
る
塀
は
随
時
ネ 

ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
改
修
し
た
い
。

市
長　

②
昨
年
度
の
実
態
調
査
で
工

場
等
は
道
路
に
面
す
る
部
分
が
多
い

の
で
、
住
宅
よ
り
も
危
険
性
が
高
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
補
助
制
度
を

活
用
し
、
倒
壊
の
危
険
性
の
少
な
い

ア
ル
ミ
フ
ェ
ン
ス
等
へ
改
善
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
消

防
車
の
到
着
に
15
分
以
上
か
か
っ
た

と
苦
情
が
あ
っ
た
が
実
際
は
。

　

②
消
火
栓
が
遠
く
て
消
火
活
動
が

お
く
れ
た
の
で
は
と
の
声
も
あ
る
が

ど
う
か
。

　

③
消
火
栓
の
配
置
基
準
は
。

市
長　

①
小
平
消
防
署
か
ら
は
午
前

11
時
14
分
に
通
報
を
受
け
、
22
分
に

は
放
水
を
開
始
し
て
お
り
、
問
題
は

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

②
半
径
約
100
㍍
以
内
に
消
火
栓
4

基
、
防
火
水
槽
2
基
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
利
用
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

③
消
防
庁
の
基
準
に
基
づ
き
、
小

平
消
防
署
と
協
議
し
て
決
め
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
訓
練

が
雨
天
中
止
に
な
っ
た
理
由
は
。

　

②
市
役
所
中
心
の
訓
練
を
し
な
い

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
防
災

計
画
の
初
動
態
勢
が
と
れ
る
の
か
。

　

③
訓
練
は
形
式
的
等
の
指
摘
が
あ 

っ
た
が
検
討
状
況
は
。

市
長　

①
荒
天
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

状
態
が
悪
化
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

②
平
成
19
年
度
か
ら
市
職
員
、
全

市
立
小
学
校
教
職
員
、
自
治
会
代
表

者
等
に
よ
る
緊
急
初
動
要
員
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。

　

③
自
主
防
災
組
織
等
と
協
働
し
た

避
難
誘
導
訓
練
な
ど
、
実
践
に
即
し

た
改
善
を
図
り
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
市
内

の
火
災
情
報
を
議
員
に
知
ら
せ
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

　

②
携
帯
電
話
を
活
用
し
て
一
斉
送

信
を
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
被
災
者
や
消
防
団
へ
の
対

応
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
ど
の
時
点

で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
情
報
提
供
が

で
き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

　

②
近
隣
市
の
状
況
も
確
認
し
な
が

ら
現
在
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の

可
能
性
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
携
帯

電
話
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）　

①
第
三

小
学
校
の
北
側
に
面
し
た
農
道
を
改

修
し
、
通
学
路
に
で
き
な
い
か
。

　

②
安
全
・
安
心
の
た
め
農
道
に
防

犯
灯
を
設
置
し
て
は
。

　

③
回
田
本
通
り
の
歩
道
を
広
げ
る

計
画
は
あ
る
か
。

市
長　

①
便
利
道
と
し
て
の
利
用
も

あ
り
、
整
備
を
検
討
し
た
い
。

教
育
長　

①
通
学
路
は
学
校
長
が
指

定
す
る
た
め
、
学
校
長
や
近
隣
関
係

者
と
調
整
し
た
い
。

市
長　

②
通
学
路
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
歩
行
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
れ

ば
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　

③
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

　

②
信
号
機
や
標
識
の
設
置
な
ど
、

抜
本
的
な
対
応
が
と
れ
な
い
か
。

　

③
車
両
の
速
度
抑
制
策
は
。

市
長　

①
歩
道
が
未
整
備
の
場
所
に

は
路
側
帯
の
外
側
に
カ
ラ
ー
舗
装
を

し
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

　

②
信
号
機
の
設
置
は
必
要
に
よ
り

小
平
警
察
署
に
要
望
し
て
い
く
。
標

識
の
設
置
は
商
店
等
が
密
集
し
て
お

り
難
し
い
の
で
、
路
面
標
示
な
ど
で

対
応
し
た
い
。

　

③
速
度
抑
止
策
も
含
め
た
総
合
的

な
対
策
を
検
討
し
た
い
。

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
信
号

機
の
設
置
は
ど
の
よ
う
に
要
請
し
て

い
る
か
。
ま
た
設
置
状
況
は
。

　

②
自
転
車
の
ル
ー
ル
が
強
化
さ
れ

た
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

　

③
無
電
柱
化
に
取
り
組
む
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

①
小
平
警
察
署
に
は
毎
年
1

月
に
要
望
書
を
提
出
す
る
ほ
か
、
市

民
か
ら
の
要
望
も
そ
の
都
度
伝
え
て

お
り
、昨
年
は
3
か
所
整
備
さ
れ
た
。

　

②
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
交
通

安
全
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
と
ら
え
て
周
知
し
て
い
る
。

　

③
整
備
費
等
の
費
用
対
効
果
を
含

め
、
幅
広
く
研
究
し
て
い
く
。

道
路

回
田
本
通
り
の
歩
道
と

通

学

路

に

つ

い

て

都
市
整
備

小
平
駅
北
口
・
南
口
の

整

備

に

つ

い

て

小
川
西
町
二
丁
目
の
旧
厚
生
労
働
省

学
生
寮
跡
地
は
ど
う
な
る
の
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の

拡
充
と
早
期
本
運
行
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
花
小
金

井
地
区
実
証
実
験
運
行
に
つ
い
て

美
園
町
・
大
沼
町
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行

小
川
・
栄
町
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
実
施
計
画
等

に
じ
バ
ス
は
新
た
に
東
・
西
ル
ー
ト
で

運
行
し
市
内
3
ル
ー
ト
の
体
制
を

小

平

市

の

都

市

的

土
地
利
用
に
関
し
て

都
市
計
画
道
路
3
・
4
・
23
号
線

と
土
地
区
画
整
理
事
業
の
今
後

防 災

安 全

震
災
時
に
崩
壊
の
危
険
性
の
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
万
年
塀
の
撤
去
を

11
月
8
日
に
発
生
し
た
小
川
西
町
の

火
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て

総
合
防
災
訓
練
は
い
ざ
と
い
う

と
き
に
本
当
に
役
に
立
つ
の
か

火
災
情
報
を
議
員
へ

通

知

し

て

ほ

し

い

中

宿

通

り

の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
の
よ
り
一
層
の

充
実
と
無
電
柱
化
の
推
進
を

◀
小
平
駅
南
口
西
側
の
横
断
歩
道

◀

に
じ
バ
ス

小川町一丁目土地区画整理事業地区

◀
第
三
小
学
校
北
側
の
農
道

5350-Sigikai.indd   5 09.1.21   1:49:13 PM




